
学校施設を活用した放課後児童クラブの整備事例

岡山市

岡山市では、放課後児童クラブ担当部局と教育委員会が連携し、学校の理

解を得て、余裕教室の活用や特別教室のタイムシェア（一時的な利用）な

ど学校施設を有効活用した放課後児童クラブの整備を行っている。

課題

取組の要点

学校施設の円滑な活用を可能にする取組
特別教室のタイムシェアにより放課後
児童クラブを実施している様子

◆都度、物品を専用施設から持参することによる負担の増加や複数箇所
の活動への対応が必要となるためスタッフの増員が必要。

◆担当部局と教育委員会が日頃から連携を密にし、情報共有や連携体制を構築。

➡放課後児童対策についての現状や方策を市長に説明する際には、担当部局と教育委員会
の担当者が同席。校長会への説明資料は事前に双方で調整。

◆学校の備品や児童の私物の管理、セキュリティ面などタイムシェア等を行う際の学校側
の懸念事項を担当部局で聞き取り。

➡ ・学校の物品や児童の私物の保管、安全管理に必要な備品の準備
 ・レンタルエアコンの設置や光熱費の負担 ・学校活動に影響のない動線の確保
 ・教室外への移動の際には放課後児童支援員が付き添う
 等の利用時のルールを学校と協議の上で設定。

取組の概要

放課後児童クラブのニーズが年々高まり、希望者が利用できない「待機児童」が増加。危機感を持った市長がリーダーシップを発揮し、待機児
童対策を市の重要課題の１つと位置づけ、教育委員会に協力を要請。学校の図工室などの特別教室のタイムシェア等による放課後児童クラブの
定員増を実現。今後も学校施設を活用することで待機児童の解消を目指す方針。

成果

◆タイムシェア等により、専用施設の設置よりも迅速に受け入れ体制
が整い、機動的な定員増を実現。

※R5.8～10の間に14クラブで231人の定員増。（うちタイムシェアは5クラブ）
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